
IPv4 割り振り情報変更申請記入例 

 

 (※印のついている項目は必須項目です) 

 
 
 
 

 
 
 
 
(次のページ) 
以下は、対象となるアドレスブロックの割り振り情報の変更について説明をします。この

画面では、既にデータベースに登録されている内容を表示します。修正を行いたい項目の

内容のみを修正してください。 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

割り振りが行われているアドレスブロックが一覧で表示されます。その中から割り振り情報の変更を行う対象となるアドレス

ブロックを選択してください。 

割り振り情報の変更を行う対象となるアドレスブロックを選択後、「確認」ボタンを押して次の画面に進みます。 

「変更対象アドレスブロック」には、前のページで選択したアドレスブロックが表示されます。割り振り情報の「組織名」

「Organization」には資源管理情報の「運用組織名」「Organization」の内容が登録されるため、IPv4 割り振り情報変更申請で

は変更することはできません。割り振り情報の「組織名」「Organization」を変更したい場合には、[資源管理情報]の該当する

項目を変更してください。

割り振りを受けた IP アドレス管理指定事業者に所属しており、当該ネットワークに関する責任を持つ担当者の JPNIC ハンド

ルまたは窓口のグループハンドルが変更する場合は、変更後のハンドルを入力してください。予定している担当者または窓

口に JPNIC ハンドル、またはグループハンドルが割り当てられていない場合には、「担当グループ（担当者）情報登録・変

更」申請を行い、事前にハンドルの割り当てを受けてください。入力されたハンドルは当該割り振りアドレスに関する連絡窓

口として利用されます。 



 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

割り振りを受けた IP アドレス空間に関する技術的な問い合わせに対応する担当者もしくは窓口が変更する場合は、変更後

のハンドルを入力してください。予定している担当者または窓口に JPNIC ハンドル、またはグループハンドルが割り当てられ

ていない場合には、「担当グループ（担当者）情報登録・変更」申請を行い、事前にハンドルの割り当てを受けてください。入

力されたハンドルは当該割り振りアドレスに関する連絡窓口として利用されます。 

割り振りアドレス空間内でのネットワークの不正利用に対応する電子メールアドレスが変更する場合は、変更後のアドレスを

入力してください。この欄に記入した電子メールアドレスは、APNIC WHOIS データベースにおける割り振り情報の"remark"

欄でも表示されます。 


